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令和３年第１０回 新座市教育委員会 定例会

会 議 録

招 集 期 日 令和３年１０月２０日 午後３時３０分 場所 市役所第二庁舎３０４会議室２

開 閉 日 時

及び宣告者

令和３年１０月２０日 午後３時２５分 開会 宣告者 金子 廣志

令和３年１０月２０日 午後３時５０分 閉会 宣告者 金子 廣志

教育長 金子 廣志

委

員

議席番号 氏 名 出･欠 議席番号 氏 名 出･欠

１ 鈴 木 松 江 ○ ２ 小 泉 哲 也 ○

３ 脇 田 美保子 ○ ４ 宮 瀧 交 二 ―

出

席

職

員

①教育総務部長 ○ ②教育総務部副部長兼生涯学習スポーツ課長 ○ ③教育総務課長 ○

④中央公民館長 ― ⑤中央図書館長 ○ ⑥学校教育部長 ○

⑦学校教育部副部長兼学務課長 ○ ⑧教育支援課長 ○ ⑨教育相談センター室長 ○

事務局 戸川真理子、城間悦子

会議事件名 発 言 者 発 言 の 要 旨

開会

会議録承認

専決処分

諸報告

教育長

教育長

各委員

教育長

教育長

学務課長

教育長

各委員

教育長

教育総務部長

学校教育部長

令和３年第１０回新座市教育委員会定例会を開会する。

午後３時２５分

令和３年第９回新座市教育委員会定例会の会議録の承

認について、質疑はあるか。

承認

令和３年第９回新座市教育委員会定例会の会議録は承

認された。

専決処分「新座市立学校医（内科）の委嘱について」

を学務課長から説明願う。

新座小学校の学校医 高橋 康英氏の御逝去に伴い、後

任として、朝霞地区医師会から推薦を頂いたさとうこど

もクリニック院長 佐藤 良行氏を令和３年９月７日付け

で委嘱することとなったものである。

本件について、質疑等はあるか。

なし

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に係る対応につ

いて、両部長から報告願う。

社会教育スポーツ施設の運用について報告する。

緊急事態宣言の終了に伴い、これまで実施してきた夜

間の閉館措置を解除した。

なお、埼玉県が１０月２４日（日）までは午後９時以

降の外出自粛の要請をしているため、利用者の皆様には

２４日までは概ね午後９時には活動を終了していただく

ようお願いをしている。１０月２５日（月）以降は午後

９時半までの完全開館に戻る予定となっている。

新型コロナウイルス感染症に係る学校の対応について、
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教育長

教育総務課長

中央図書館長

前回定例会の９月２８日（火）以降の状況を報告する。

まず、前回報告以降の感染者数は、１０月６日（水）

に確認された児童１名のみとなっている。市立学校にお

ける感染者数は、昨年１０月に初めて確認されて以来、

この１年間で最も少ない水準である。今日現在、新型コ

ロナウイルスへの感染を事由とした出席停止者はゼロと

なっている。

しかしながら、直近の本事例では、感染が判明する直

前に校外学習に参加していたり、スポーツ少年団の活動

に参加していたこと、加えて行動範囲が広範に渡ってい

たことから、該当児童が所属する学級を閉鎖するにとど

まらず、他校の児童に対してもＰＣＲ検査を実施する対

応を図らざるを得なかった。全体として収束傾向にはあ

るものの、一度感染が確認されれば、その影響が大きく

なることは、今回の事例から明らかであり、引き続き感

染防止対策に注力していく。

なお、９月２７日（月）からは保健所による積極的疫

学調査が再開されたが、本市では、保健センターが予算

化して用意したＰＣＲ検査キットが、今月から市内保育

園、学校等の施設で使用できるようになっている。今回

の事例では、４０名を超える児童、教員に検査を実施し、

全員の陰性を確認したことを併せて報告する。

今後の学校行事については、県から引き続き基本的な

感染対策を講じることが求められており、各校とも人流

の抑制、短時間を念頭にこれまでとは異なる方法を模索

しながら、徐々に活動を再開させているところである

例えば運動会については、既に実施済みの新開小学校

を除く小学校１６校が１０月３０日（土）に開催を計画

しているが、保護者の観戦は学年ごととしたり、種目を

精選して、午前中のみの開催とするなど、ニューノーマ

ルとなる運動会が実現できるよう開催の準備を進めてい

る。

両部長からの報告に対する質疑、意見はあるか。なけ

れば、各課からの諸報告に移る。

名義後援について、一般社団法人 障がい児成長支援協

会から依頼があった「保護者のための特別支援教育講演

会」を始めとする２件の事業に対して承認した。

中央図書館では１１月４日（木）から１０日（水）ま

で、福祉の里図書館では１１月１２日（金）から１８日

（木）まで、蔵書点検を実施するため臨時休館とする。

市内分館は、来年１月から２月にかけて、順次実施して

いく。利用者への周知は、図書館及び市ホームページへ

の掲載、広報にいざ、図書館だよりへの掲載、ポスター、

チラシ等で周知を図る。
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学務課長

教育支援課長

なお、臨時休館中、にいざ電子図書館は御利用いただ

ける。

令和４年度児童生徒数見込み調査を１０月１日時点で

行ったので、結果を報告する。

通常学級と特別支援学級を合わせて、小学校の見込み

児童数は８，８４８名、中学校の見込み生徒数は

４，２４６名、小中学校合計で１万３，０９４名である。

昨年度の同時期と比較すると、小学校で７１名減、中学

校で９名増、小中学校全体では６２名減となっている。

学級数は、小学校で１０学級増の３１７学級、中学校

で２学級増の１３１学級、小中学校全体では１２学級増

の４４８学級である。こちらは、小学１年生から３年生

までを３５人学級、他の学年は、小中学校ともに４０名

学級で算出している。

次回の児童生徒数見込み調査は、１２月１０日現在と

なる。今後、転出入や指定校変更、私立学校等への進学

者等が多く出てくるので、学校と連携を密にして、児童

生徒の正確な把握に取り組んでいく。

２件の報告をする。

①令和３年度新座市学校公開日について報告をする。

令和３年度新座市学校公開日は、中学校が１０月２３

日（土）、小学校は１０月３０日（土）に設定されてい

る。

中学校は、実施形態を検討していた９月の段階では感

染状況の予測が難しかったことから、教室内の密を防ぐ

という観点で公開なしとし、通常の授業日としている。

小学校は、運動会の実施が１７校中１６校ということ

で、実情に合わせて感染対策を講じながら実施するため

の準備を進めている。

１０月２日（土）に先んじて運動会を実施した新開小

学校は、開閉会式をオンラインにするとともに、種目を

精選するなどの対応を図りながら実施することができた。

実施に当たっては、保護者からは概ね肯定的な御意見を

頂いているということである。

なお、新開小学校では、１０月３０日（土）には感染

対策を講じた合奏による音楽会を実施すべく準備が進め

られている。

②令和３年度コンクール等受賞者一覧表（文化面）に

ついて報告をする。

英語弁論・暗唱大会では、弁論の部で第二中学校の生

徒が県大会に出場することが決定している。

県統計グラフコンクールでは、第１部で新座小学校の

児童が知事賞を受賞している。今後も新たな表彰があっ

た際に御報告する。
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教育相談セン

ター室長

教育長

委員

２件の報告をする。

①新座市「ヤングケアラー」に関する実態調査結果に

ついて報告をする。

本年６月から７月にかけて、中学校全学年の生徒を対

象に本調査を実施した。その結果、全３，８９７名の生

徒から回答があり、本市では約１４人に１人がヤングケ

アラーであることが分かった。

９月２８日付けの埼玉新聞にさいたま市の調査結果が

公表された。さいたま市は４．５％だが、本市は７％と

高くなっている。今年度は本市の実態をつかむとともに、

教員がヤングケアラーについて知ることを目的として実

施した。今後は相談員対象の研修会等で更に周知を図り、

相談環境の整備や児童生徒の心のケア、関係機関との連

携体制の充実に向けて進めていく。

②令和３年度第１回生徒指導に関する調査集計につい

て報告をする。

暴力行為については、小学校で１２件、中学校では

１５件挙がっている。昨年度同期との比較では、小学校

で２件、中学校で１２件の増加となっている。小中学校

ともに、ふざけているうちにけんかに発展するケースや、

１人の児童生徒が複数回暴力を振るってしまったり、物

を壊したりするケースが報告されている。

特に今年度の状況としては、例年と比べて器物損壊が

増えている。友達関係や心のモヤモヤの外への出し方等

で悩みを抱える児童生徒が増えていることが推察される。

いじめについては、小学校で認知件数５１件、中学校

で２１件となっている。状況としては、小中学校ともに

冷やかしやからかい、悪口が多くなっているが、小学校

では、たたかれる、蹴られるという状況も増えている傾

向が見られる。また、中学校では、ＳＮＳ等による誹謗

中傷が多い状況である。

本市では、毎月実施している無記名式アンケート、教

職員用チェックリスト、保護者アンケート等により、よ

り細かな視点で児童生徒を見守っている体制が教職員に

周知され、現在のところ、重大事態に上がる案件はない。

今後も未然防止を前提に早期対応、解決に向けて、組

織で対応していくよう、各学校に伝えていく。

各課からの諸報告に対する質疑、意見はあるか。

ヤングケアラーについて、マスコミでも取り上げられ

ているが、本市が実態調査を行い、色々な状況が見えて

きたことは前進である。この結果を知るだけにとどめず、

今後是非一人一人のケースに丁寧に対応していってもら

いたい。

また、世話の内容に「保育所等への送迎など」が入っ
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中央図書館長

教育長

教育長

委員

教育長

教育支援課長

ている。保育所送迎などは、時間がずらせないため、学

校に来られないということもあるのではないか。このよ

うな問題は、教育委員会だけで何とかできるものではな

いため、市長部局の関係課とも連携して、例えば保育マ

マさんみたいな手助けができたらよいと感じた。

今回、中学生の調査ということだが、小学生の頃から

家族の世話を行っているということも書かれているので、

特に小学校高学年も調査してみる必要があるのではない

か。機会を捉えて、そこまで拡大して調査ができたらよ

いと思うので、お願いしておきたい。

最後に、電子図書館についてだが、１０月からスター

トし、広報にいざにも大きく取り上げられている。私も

この機会に是非登録して活用させていただきたいと思っ

ている。大変素晴らしい取組ができたと感じている。

一つ質問だが、図書館だよりやこどもだより等は、子

供たちの目にはどこで触れるようになっているのか。

図書館、分館には必ず置いてある。また、学校にも配

付している。

ヤングケアラーについては、さいたま市と比較しても

数値的に高い状況にある。生活を支えるための労働力に

なっている子供たちが相当数いるということが把握でき

たので、今後、対策を検討していきたい。

全体を通じて質疑等はあるか。

先日配付された大和田小学校のＰＴＡ広報に４年生の

着衣水泳の写真が載っていた。着衣水泳とペットボトル

の浮力を利用した背浮きに挑戦したということが書かれ

ていた。以前は、何校かで実施していたと思うのだが、

これは実用的で身を守る方法の一つであり、大変素晴ら

しい取組であるため、是非全校児童生徒に体験してほし

いと感じた。

着衣水泳は、今まではそれぞれの学校で取り組んでい

た。洋服を着たまま入るため、水質が汚れてしまうこと

から、プールの最終日あたりに実施するものだが、今年

は新型コロナウイルス感染症の関係で、プール指導をほ

とんどできない状況であった。新型コロナウイルス感染

症が収まって、通常どおりプール指導ができるようにな

れば、各学校で着衣水泳を実施することとなる。

１件報告がある。先日、教育長から教職員に対してメ

ッセージを発出したので、お手元に配付させていただい

た。

ＯＭＯ分散登校の実施に係る教職員の協力、努力に対

して、教育長から直接労いの言葉と感謝をお伝えする文

書を発出したものである。
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閉会

教育長

教育長

ＯＭＯ分散登校は、教職員の皆さんの様々な工夫改善

や努力なしにはできなかったことである。色々御苦労を

おかけしたことに対するお礼も兼ねて令状を出したもの

である。

また、御家庭でも相当サポートしていただいた。本来

ならば、お勤めがあるような家庭でも、低学年の家庭で

は仕事を休んで子供のケアに当たっていただいたという

ことも耳にしている。保護者の皆様に対しても感謝の言

葉をお伝えする文書を出す予定になっている。

先日、教育長会議が開催された際に各市の状況をお聞

きしたのだが、本市のように全校で長期間に渡ってネッ

ト配信をしながら、対面授業と組み合わせて実施した例

はなかった。本市では、大きな成果が残せたと感じてい

る。

他になければ、次回の会議日程を確認したい。

令和３年第１１回定例会は、１１月１６日（火）午後

３時３０分から、市役所本庁舎３階３０４会議室で行う。

これをもって、令和３年第１０回新座市教育委員会定例

会を閉会する。

午後３時５０分
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以上、会議の顛末を記載し、その相違なきことを証するため署名する。

教 育 長

教育長職務代理者

委 員

委 員

委 員

書 記


